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刑法犯
[image: image1.emf]5,943

6,324

6,122

6,967

7,476

8,466

9,163

9,621

9,664

11,451

3,835

3,842

3,984

4,358

4,652

4,923

5,043

5,193

5,386

5,649

2,867

3,135

3,130

3,557

3,651

3,845

3,852

3,946

4,095

3,855

2,998

2,908

2,815

2,951

3,104

2,981

3,043

3,140

3,117

3,248

2,026

2,341

2,432

2,886

3,458

4,062

4,195

4,679

4,835

4,871

2,367

2,526

2,605

3,032

3,667

3,761

3,473

3,699

3,711

3,187

1,865

1,792

1,627

1,805

2,034

2,075

1,762

1,641

1,393

1,195

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000

24

年

23

22

21

20

19

18

17

16

平成

15

(

件

)

14

～

19

歳

20

～

29

歳

30

～

39

歳

40

～

49

歳

50

～

59

歳

60

～

69

歳

70

歳以上

33,456

32,201

31,919

30,531

30,113

28,042

25,556

22,715

22,868

21,901


認知件数は10年前に比べ半減
平成24年の刑法犯認知件数は、14万6,966件で、前年に比べ8,240件(対前年比5.3％)減少しました。

罪種別では、窃盗犯が11万3,939件で全体の77.5％を占めており、そのうち乗り物盗が40,188件(うち自転車盗が30,191件)と窃盗犯の35.3％を占めています。

一方、検挙件数は２万9,127件となっており、検挙率は19.8％で前年に比べ0.5ポイント増加しています。
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また、年齢別の検挙人員は、14歳から19歳の少年が5,943人(構成比27.1％)と全体の約３割を占めています。また、70歳以上の高齢者の検挙人員は、1,865人で全体の8.5％を占め、前年に比べ0.7ポイント増加し、ここ数年、検挙人員に占める割合は増加しています。



裁判所

事件総数は減少　家事事件は増加 
平成24年に各裁判所(大阪府内16箇所)が受理した事件件数は、34万7,718件で前年に比べ5.1％減少しています。そのうち、民事・行政事件(16万3,672件(同10.7％減)）、刑事事件（10万7,864件(同0.5％減)）、少年事件(１万2,767件(同2.4％減)）は減少していますが、家事事件は、６万3,415件で前年に比べ3.0％増加しています。ここ数年、全体の受理件数は減少していますが、家事事件については件数、事件件数に占める割合ともに増加しています。




家事事件は、審判事件(５万496件(対前年比3.5％増))、調停事件(１万3件(同1.2％増))ともに増加しており、審判事件では、「精神障がい者保護義務者選任等」が前年に比べ6.8％増加となっており、調停事件では、「子の監護処分」が前年に比べ5.7％増加となっています。

　

刑法犯罪種別認知件数等の推移





[表21-23参照]





年齢階級別刑法犯検挙人員の推移





[表21-19参照]





事件別受理件数の推移





[表21-4～5、21-9～11、裁判所「司法統計」参照]　





注：民事・行政事件及び家事事件は件数、刑事事件及び少年保護事件は人員





家事事件の主な事件別受理件数の推移





 [表21-9～11参照]









